２００９年（平成２１年）８月２８日
自治会員のみなさんへ
開地区自治連合会会長　海老　温信
開ヶ丘自治会会長　堀江ひさ代　
一里丘自治会会長　金川　幸二
第二次水道問題対策委員会委員長　木村　正孝
「ポンプ交換」カンパにご協力いただきありがとうございます。
いよいよ結審―９月２９日（火）―
「裁判―最終公判へ向けた９.８住民集会」のご案内
夏が終わりさわやかな秋の気配。夏祭りや地蔵盆を楽しんだ子供たちは新学期に。

この間、開浄水場ポンプ交換のため、住民集会やカンパにご協力いただき、ありがとうございます。カンパは継続中ですので、集約後あらためてご報告いたします。
さて、開浄水場の存続を求める裁判も、いよいよ９月２９日結審を迎えます。

先日２５日の弁護士との打ち合わせによれば、２９日当日は１１時から正午までで、
１　原告代理人（弁護士）の最終弁論

２　原告住民の訴え

３　第三者証人（専門家）の意見陳述

の予定だそうです。　この最終公判は、決定的に重要です。
　このため、弁護士の最終弁論（法的問題）や、裁判長へ原告住民の最後の訴えなどについて、報告と皆さん方のご意見をお聞きするため、また当日の参加体制などについてご相談するため、住民集会を開催します。

　ご近所の皆さんお誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようお願い致します。
記
　日　時　２００９年（平成21）９月８日（火）夜７時半～９時半
　場　所　開福祉センター
　内　容　最終公判へむけた報告と意見集約

　　　１.　湯川弁護士　山口弁護士から最終弁論について
　　　２.　原告団から裁判長へ最後の訴えについて他

３.　皆さんからのご意見及び当日の参加体制等
